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(3) その他の状況 

 1) 景観の状況 

自然景観 

「生物多様性システム」（環境省）によれば、対象事業実施区域及びその周囲には、自

然景観資源は存在しない。 

 

主要な眺望点及び眺望景観の概況 

対象事業実施区域及びその周囲の主要な眺望点の分布状況を、図 3-1-3-9 及び表 

3-1-3-51 に示す。 

 

表 3-1-3-51 主要な眺望点の分布状況 

№ 地 域 名 称 所在地 備考 資料

1 
川崎市 

中原区 

等々力緑地 等々力 1-1  ① 

2 中原平和公園 木月住吉町 1957-1  ① 

3 多摩川緑地 -  ② 
川崎市 

高津区 4 せせらぎと親子広場 下野毛、多摩川河川敷  ② 

5 川崎市 

宮前区 

東高根森林公園 神木本町 2 丁目  ① 

6 カッパーク鷺沼 土橋 3  ③ 

7 川崎市 

多摩区 

生田緑地 枡形 6、7 丁目 枡形山展望台 ① 

8 よみうりランド -  ④ 

9 
川崎市 

麻生区 

王禅寺ふるさと公園 王禅寺 528-1 展望台 ① 

10 黒川青少年野外活動センター 黒川 313-9  ⑤ 

11 多摩丘陵パノラマの丘 黒川 展望台 ⑥ 

資料：①「かわさきの観光情報」（平成 25 年 6 月現在、一般社団法人川崎市観光協会ホームページ） 

②「川崎市施設案内 公園案内」（平成 25 年 6 月現在、川崎市ホームページ） 

③「宮前区のまちづくり」（平成 25 年 6 月現在、宮前区役所地域振興課ホームページ） 

④「多摩区見どころガイド」（平成 25 年 6 月現在、多摩区観光推進協議会事務局ホームページ） 

⑤「麻生の魅力 麻生区観光ガイド」（平成 25 年 6 月現在、川崎市ホームページ） 

⑥「あさおグリーン・ツーリズム」 

（平成 25 年 6 月現在、川崎市農業振興センター農地課ホームページ） 
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図 3-1-3-9(1)  主要な眺望点の分布図 
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図 3-1-3-9(2) 主要な眺望点の分布図 
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 2) 人と自然とのふれあい活動の場の状況 

人と自然とのふれあい活動の場として、特別緑地保全地区及び都市公園の内、地区公園、

総合公園、風致公園、植物園、都市林、市民健康の森に指定された近隣公園と都市緑地等を

取り上げた。対象事業実施区域及びその周囲のこれらの分布状況を、図 3-1-3-10 及び表 

3-1-3-52 に示す。 

特別緑地保全地区は、都市における緑地の計画的な保全及び緑化の積極的な推進によって

良好な都市環境の形成を図るため、「都市緑地法」に基づいて指定される。 

なお、対象事業実施区域及びその周囲では、同法に定める近郊緑地保全区域及び近郊緑地

特別保全地区は存在しない。 

 

表 3-1-3-52(1) 人と自然とのふれあい活動の場として想定される特別緑地保全地区等の状況 

地域 種別 名称 地域 種別 名称 

中原区 

総合公園 等々力緑地 

宮前区 

風致公園 東高根森林公園 

地区公園 川崎市中原平和公園 特別緑地 菅生ヶ丘 

特別緑地 井田平台 都市緑地
菅生緑地（宮前区市民健康の

森） 

特別緑地 井田伊勢台 特別緑地 水沢 

特別緑地 井田山（中原区市民健康の森） その他 等覚院 

高津区 

特別緑地 神庭 

多摩区 

特別緑地 長尾 

特別緑地 久末イノ木 特別緑地 生田榎戸 

都市林 久末城法谷緑の保全地域 植物園 緑化センター 

特別緑地 久末篭場谷 総合公園 生田緑地 

特別緑地 久末東 都市林 
東生田緑地（多摩区市民健康の

森） 

特別緑地 久末 特別緑地 生田東五反田 

特別緑地 久末楸谷 特別緑地 生田寒谷 

特別緑地 千年 特別緑地 菅馬場谷 

特別緑地 
橘（たちばなふれあいの森）

（高津区市民健康の森） 
特別緑地 小沢城址 

特別緑地 久地 都市林 菅小谷緑の保全地域 

特別緑地 久地東 その他 宿河原二ケ領 

都市林 下作延西谷緑の保全地域 
多摩区、

麻生区 
特別緑地 多摩 

その他 緑ケ丘霊園 

麻生区 

近隣公園
麻生鳥のさえずり公園 

（麻生区市民健康の森） 

宮前区 

特別緑地 野川 特別緑地 多摩美 

特別緑地 野川十三坊台 特別緑地 高石 

都市林 野川西耕地緑の保全地域 特別緑地 細山大久保 

特別緑地 南野川 特別緑地 向原の里 

特別緑地 東野川 都市林 
万福寺緑の保全地域 

（万福寺ふるさと緑地） 
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表 3-1-3-52(2) 人と自然とのふれあい活動の場として想定される特別緑地保全地区等の状況 

地域 種別 名称 地域 種別 名称 

麻生区 

特別緑地 王禅寺源左衛門谷 

麻生区 

特別緑地 岡上小塚 

特別緑地 王禅寺日吉の辻 特別緑地 岡上杉山下 

特別緑地 王禅寺四ツ田 特別緑地 岡上梨子ノ木 

特別緑地 王禅寺東 特別緑地 栗木山王山 

特別緑地 王禅寺日吉谷 特別緑地 黒川伏越 

特別緑地 王禅寺瓦谷 特別緑地 黒川腰巻 

総合公園 王禅寺ふるさと公園 特別緑地 黒川沢谷戸 

特別緑地 早野梅ヶ谷 都市林 黒川広町緑の保全地域 

特別緑地 早野五郎池 特別緑地 黒川橋場 

特別緑地 早野矢崎前 特別緑地 黒川広町 

都市林 月読緑地 特別緑地 黒川海道 

特別緑地 柿生の里 特別緑地 黒川石神谷戸 

都市林 
おっ越し山緑地 

（おっ越し山ふれあいの森） 
特別緑地 黒川南 

特別緑地 王禅寺西 特別緑地 黒川よこみね 

都市林 岡上東光院緑の保全地域 特別緑地 黒川丸山 

特別緑地 岡上丸山 特別緑地 黒川西谷 

特別緑地 五力田寺谷戸 特別緑地 黒川鷹ノ巣 

特別緑地 五力田谷戸 特別緑地 西黒川 

特別緑地 五力田小台 特別緑地 黒川入り谷戸 

特別緑地 岡上川井田 特別緑地 黒川七ツ谷 

特別緑地 岡上自正寺    

注 1.種別の「特別緑地」は、特別緑地保全地区をいう。 

資料：「かながわのみどりの保全」 

（平成 25 年 6 月現在、神奈川県環境農政局水・緑部自然環境保全課ホームページ） 

「川崎の公園」（平成 22 年、川崎市） 

「全国旅そうだん」（平成 25 年 6 月現在、日本観光振興協会ホームページ） 
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図 3-1-3-10(1)  主要な人と自然とのふれあい活動の場の分布図 
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図 3-1-3-10(2)  主要な人と自然とのふれあい活動の場の分布図 
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 3) 風致地区等の指定状況 

対象事業実施区域及びその周囲の風致地区の指定状況を、図 3-1-3-11 及び表 3-1-3-53

に示す。対象事業実施区域及びその周囲では、川崎市中原区の「多摩川」が指定されている。 

 

表 3-1-3-53 風致地区の指定状況 

（平成 24 年 3 月 31 日現在） 

地域 風致地区の名称 面積（ha） 最終決定年月日 

川崎市中原区 多摩川 284.8 昭和 9 年 1 月 15 日 

資料：「かながわのみどりの保全」 

（平成 25 年 6 月現在、神奈川県環境農政局水・緑部自然環境保全課ホームページ） 
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図 3-1-3-11(1)  風致地区等の指定状況図 
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図 3-1-3-11(2) 風致地区等の指定状況図 

  





 

 3-1-3-69

 

 4) 漁業権の設定状況 

対象事業実施区域及びその周囲における内水面漁業権の設定状況を、図 3-1-3-12 及び表 

3-1-3-54 に示す。 

 

表 3-1-3-54 内水面漁業権 

免許番号 漁業権者 
漁場区域 

（主な河川）
漁業名称 漁業時期 存続期間 

内共第 12 号 

（東京都） 

川崎河川漁業

協同組合 
多摩川 

アユ､コイ､フ

ナ､ウグイ､オ

イカワ、ウナギ

1 月 1 日～12 月 31 日 
平成15年9月1日～

平成25年8月31日 

資料：「東京都公報（増刊 34）」（平成 15 年 5 月 30 日、東京都）     

「川・湖のルールを守りましょう！！」 

（平成 25 年 6 月現在、神奈川県環境農政局水・緑部水産課） 
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図 3-1-3-12(1)  内水面漁業権図 
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図 3-1-3-12(2)  内水面漁業権図 
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 5) 下水道の整備状況 

川崎市の下水道普及状況は、表 3-1-3-55 に示すとおりであり、下水道の人口普及率は

99.3%となっている。 

 

表 3-1-3-55 下水道の普及状況 

（平成 24 年 3 月 31 日現在）    

地域 
行政人口 

（千人） 

市街化区域面積 

（ha） 

処理区域 人口普及率 

（%） 人口（千人） 面積（ha） 

川崎市 1,388.5 12,726 1,379.4 10,677 99.3

資料：「県勢要覧 2012（平成 24 年度版）」 

（平成 25 年 3 月、神奈川県統計センター統計管理課） 

 

 6) 廃棄物処理の状況 

川崎市の一般廃棄物の搬入状況を表 3-1-3-56 に、一般廃棄物の処理状況を表 3-1-3-57

に、し尿及び浄化槽汚泥の処理状況を表 3-1-3-58 に示す。 

 

表 3-1-3-56 一般廃棄物の搬入状況（平成 23 年度） 

（単位：t/年） 

地域 混合ごみ 可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ 粗大ごみ 
その他 

のごみ 
計画収集量

川崎市 
381,716 － － 41,598 9,107 － 

  432,421 
（88.3%） － － （9.6%） （2.1%） － 

資料：「平成 23 年度 一般廃棄物処理事業の概要」 

（平成 25 年 3 月、神奈川県環境農政局環境部資源循環課） 

 

表 3-1-3-57 一般廃棄物の処理状況（平成 23 年度） 

（単位：t/年） 

地域 焼却量 埋立量 資源化量 減量化量 計画収集総量 

川崎市 
402,028 920  37,272 3,020 

   443,240 
（90.7%） （0.2%） （8.4%） （0.7%） 

資料：「平成 23 年度 一般廃棄物処理事業の概要」 

（平成 25 年 3 月、神奈川県環境農政局環境部資源循環課） 

 

表 3-1-3-58 し尿及び浄化槽汚泥の処理状況（平成 23 年度） 

（単位：kL/年） 

地域 

し尿 浄化槽汚泥 

①し尿 

処理施設 

②下水道 

投入 
③その他

④小計 

＝①～③

⑤し尿 

処理施設

⑥下水道 

投入 
⑦その他 

⑧小計 

＝⑤～⑦

川崎市 － 9,418 － 9,418 － 33,264 － 33,264 

資料：「平成 23 年度 一般廃棄物処理事業の概要」 

（平成 25 年 3 月、神奈川県環境農政局環境部資源循環課） 

 

 7) 温室効果ガスの排出量 

「川崎市温室効果ガス排出状況について」（平成 25 年 6 月現在、川崎市環境局地球環境

推進室ホームページ）によると、川崎市の温室効果ガス排出量は、2010 年度が 24,309 千 t- 

CO2であり、基準年度と比較して 16.8%減となっている。 


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



